
２－３．良好な景観の形成に関する方針 

１）景観形成の基本方針 

風景づくり基本計画に定める次の４つの目標を景観計画区域共通の基本方針として、景観形

成区分ごとにそれぞれの景観特性に応じた景観形成方針を定める。 

１．鈴鹿山系から琵琶湖につながる水と緑の風景を大切にする 

２．悠久の歴史と文化の薫る風景を未来に引き継ぐ 

３．うるおいとにぎわいのある暮らしの風景を創造する 

４．市民が共感し、みんなでふるさとの風景を育てる 

２）景観ゾーンの景観形成方針 

 
景観形成区分 景観形成方針 

 

鈴鹿山系ゾーン 

鈴鹿山系ゾーンは、山地、樹林、渓谷等の豊富な自然景観と、それ

らと密接な関係の中で生まれた木地師文化の生活が残る山村集落の

景観が見られる。また、山麓には古来より受け継がれてきた古刹が見

られ、鈴鹿山系の奥深い自然環境と一体となった景観を呈している。

 

 

 

 そのため、山並や緑と水の自然景観を保全することを基本とする。

 建築物や屋外広告物、水辺の護岸等については、周辺の自然景観や

山村集落景観と調和させる。また、山麓の茶畑や谷津田等の農地は、

その営みも含んだ維持・保全を図り、古刹景観についてもその周辺景

観を含め保全する。 

 

 

 

  

〈鈴鹿山系ゾーンの誘導イメージ〉 
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敷地周囲の緑化を

図った工場地 
 

 

 

 

 

 

 敷地周囲の緑化等によ

り周辺との調和に配慮

した物件の堆積場 
 

 石垣による擁壁 

落ち着いた色彩の外観、勾

配屋根や敷地周囲の緑化等

により周辺との調和に配慮

した建築物 
茶畑 

渓谷
 

 

 



 
景観形成区分 景観形成方針 

 
田園ゾーンは、本市が有する広大な農地の広がりのある景観と共

に、農家住宅、農舎や水路、社寺、鎮守の森等が一体となった伝統的

な農村集落が点在する特徴的な景観を呈している。 

 

 

 そのため、自然と生活・生業が調和した田園風景や集落景観を保

全・活用・育成することを基本とする。 
田園ゾーン 

 
水田、畑地や農業施設を持続的な営農活動により保全すると共に、

建築物や屋外広告物等については、周辺ののどかな田園風景や里山景

観等と調和した景観形成を図る。 

 

  

  

 

〈田園ゾーンの誘導イメージ〉 
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親水空間の保全、創出 

玉石積みによる護岸 

通りを彩

る生垣 法面の芝生化 

既存樹木の保全 

敷地周囲の緑化等により周

辺との調和に配慮した物件

の堆積場 

敷地周囲の緑化を

図った工場地 

落ち着いた色彩の外観、勾配屋根

や敷地周囲の緑化等により周辺

との調和に配慮した建築物 



 
景観形成区分 景観形成方針 

 市街地ゾーンは、用途地域等の各地域特性に応じてにぎわいと安ら

ぎのある多様な景観を呈している。  

 そのため、住宅地においては、それぞれの住宅地特性やコミュニテ

ィに応じたうるおいと安らぎを感じる快適な街並を保全・創出するこ

とを基本とし、敷地内緑化の推進や建築物等の落ち着いた形態・意匠

の統一を図る。  

 

 

 市街地ゾーン 駅前等商業地においては、商店街等の商業活性化につながる風格と

活力に満ちた魅力的な商業地景観を創造することを基本とし、交通の

要衝として栄えた市場町などの歴史・文化を活かしたまちづくり等、

商業振興と一体となった景観形成を図る。 

 

 

 

 

 

 

工業地においては、周辺環境と調和した景観形成を図ることを基本

とし、沿道の工場緑化の推進や大規模建築物・工作物等の形態・意匠

の景観配慮を図る。 

 
 

 

〈市街地ゾーンの誘導イメージ〉 
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電線、電柱の整理統合や地中

化等による街並の美化 

伝統的な街並に調和し

た建築物 等 

宅地や駐車場の緑化

を図った開発地 

敷地内の樹木の保全や

緑化を講じた宅地 

壁面の適度な分節化等

による陰影効果に配慮

した建築物 

周辺環境に調和し落ち着い

た屋外広告物 

敷地周囲の

緑化を図っ

た工場地 
敷地周囲の緑化等によ

り周辺との調和に配慮

した物件の堆積場 

目隠し措置を講じ

た屋上設備 




